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　議事日程
　　午後２時 00 分開議
日程第１　会期決定の件
日程第２　議案第１号ほか１件上程
　
　会議に付した案件
　１　開会宣言
　１　会議録署名議員の指名
　１　諸般の報告
　１　日程第１
　１　広域連合長の発言
　１　日程第２

出席議員（20人）
　　議　長　21番　　松　永　征　明　君
　　副議長　９番　　中　田　　　磨　君
　　　　　　１番　　吉　田　保　博　君
　　　　　　３番　　髙　橋　正　秀　君
　　　　　　４番　　高　砂　弥　生　君
　　　　　　５番　　立　石　　　巧　君
　　　　　　６番　　山　吉　公　徳　君
　　　　　　７番　　音喜多　政　東　君
　　　　　　８番　　桂　川　　　実　君
　　　　　　10番　　川　村　真　一　君
　　　　　　11番　　伊　東　尚　悟　君
　　　　　　12番　　続　木　敏　博　君
　　　　　　13番　　松　原　慶　子　君
　　　　　　14番　　大　越　拓　也　君
　　　　　　15番　　草　島　守　之　君
　　　　　　16番　　松　尾　和　仁　君
　　　　　　17番　　秋　田　慎　一　君
　　　　　　18番　　岡　田　　　遼　君
　　　　　　19番　　工　藤　正　志　君
　　　　　　20番　　宮　田　　　団　君
欠席議員（１人）
　　　　　　２番　　及　川　滿　浩　君

本会議場に出席した者

広 域 連 合 長　　蝦　名　大　也　君
副 広 域 連 合 長　　小　松　　　茂　君
副 広 域 連 合 長　　大　石　正　行　君
副 広 域 連 合 長　　棚　野　孝　夫　君
副 広 域 連 合 長　　德　永　哲　雄　君
事 務 管 理 者　　伴　　　　　篤　君
監 査 委 員　　田　中　敏　也　君
事 務 局 長　　入　江　義　信　君
事 務 局 員　　木　村　淳　一　君

議会事務局職員
議 会 事 務 局 長　　石　井　康　司　君
議 事 課 長　　久万田　文　代　君
議 事 課 長 補 佐　　鈴　木　紀　子　君
議事課総務担当主査　　徳　田　康　浩　君
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令和４年第１回２月定例会

釧 路 広 域 連 合 議 会 会 議 録　　第　　1　　日

令和４年２月21日（月曜日）

　午後２時00分
　開会宣告
○議長松永征明君　　　皆さんご苦労さまです。
　出席議員が定足数に達しておりますので、令和４年
第１回釧路広域連合議会２月定例会は成立いたしまし
た。。
　よって、これより開会いたします。直ちに会議を開
きます。
　
　会議録署名議員の指名
○議長松永征明君　　　会議録署名議員の指名を行い
ます。
　今定例会の会議録署名議員は、会議規則第96条の規
定により、
　１番　吉　田　保　博　議員
　14番　大　越　拓　也　議員
を指名いたします。
　
　諸般の報告
○議長松永征明君　　　事務局長に諸般の報告をさせ
ます。
○議会事務局長石井康司君　　　報告をいたします。
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　ただいまの出席議員は、20人であります。
　なお、及川満浩議員より、所用のため欠席する旨の
届出がありました。
　今議会に連合長から提出された議案は議案第１号及
び第２号であります。
　次に監査委員から地方自治法第199条第９項の規定
に基づき、監査報告書の提出がありました。また、同
法第235条の２、第３項の規定に基づき、例月現金出
納検査報告書の提出がありました。
　次に本日の議事日程は日程第１、会期決定の件、日
程第２、議案第１号及び第２号であります。
　以上で報告を終わります。
　
　日程第１　会期決定の件
○議長松永征明君　　　日程第１、会期決定の件を議
題といたします。
　お諮りいたします。
　今会期は、本日１日間といたしたいと思います。こ
れにご異議ございませんか。
　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長松永征明君　　　ご異議なしと認めます。
　よって、会期は本日１日間と決しました。
　
○議長松永征明君　　　この際、連合長から発言を求
められておりますので、これを許します。
　連合長。
　
　広域連合長の発言
○広域連合長蝦名大也君（登壇）　　　発言のお許し
をいただきましたので、一言、ご挨拶を申し上げま
す。
　議員の皆様におかれましては、時節柄何かとご多用
の折、本日、ここにお集まりをいただき、令和４年第
１回釧路広域連合議会２月定例会を開催できましたこ
とに、心から感謝とお礼を申し上げます。
　さて、当清掃工場は、構成市町村との円滑な連絡調
整のもと、安定した運営体制が確立され、地域の環境
施策の一翼を担う施設として順調に稼働を続けてきて
おります。
　その上で、令和４年度は、現有施設を可能な限り長
く使用するために実施しております基幹的設備改良工
事を、今年度に引き続き、進めてまいるところでござ
います。
　ここで、令和３年度12月末現在におけます、処理状
況につきまして、ご報告させていただきます。
　ごみ搬入量につきましては、厚岸町の可燃ごみ搬入
が４月から本格化した中で、昨年同期と比べ、571.55
トン、率にして1.16％増加しており、２つの炉を計画
的に運用することにより、効率的に焼却処理を行って
ございます。

　次に、資源循環の取組み状況についてであります。
　当清掃工場では、余熱を利用した発電により、工場
で使用する電力の大半をまかなった上で、余剰電力の
売電を行ってございます。これにより、令和３年12月
末現在で、１億5,416万円の収入を上げております。
　経過等につきましては、以上でございます。
　このあと、議案といたしまして、「令和４年度一般
会計予算」及び、「釧路広域連合の手数料に関する条
例の一部を改正する条例」の２件について、ご審議を
いただくことになっておりますので、よろしくお願い
申し上げます。
　最後に、当広域連合の業務執行に当たりましては、
引き続き、安全で安定した稼働を基本とし、構成市町
村の負担金の抑制につながりますよう、なお一層の効
率的で経済的な運営を心がけ、最善の努力をしてまい
る所存でございます。
　今後とも、議員各位並びに関係住民、各町村長の皆
様方の、更なるご理解とご協力をお願い申し上げまし
て、開会にあたってのご挨拶とさせていただきます。
　
　日程第２　議案第１号ほか１件上程
○議長松永征明君　　　日程第２、議案第１号及び第
２号を一括議題といたします。提案理由の説明を求め
ます。
　伴事務管理者。
　
　提案説明
○事務管理者伴篤君（登壇）　　　ただいま、議題に
供されました各案件につきまして、提案の理由をご説
明申し上げます。
　はじめに、議案第１号「令和４年度釧路広域連合一
般会計予算」についてご説明申し上げます。
　令和４年度の釧路広域連合一般会計予算の総額は、
歳入歳出それぞれ、前年度対比、13億7,023万１千円
減の17億2,741万１千円となっております。
　まず歳出の主な内容につきまして、ご説明申し上げ
ます。
　第１款　議会費につきましては、前年度対比１万１千
円増の86万１千円を計上いたしました。
　第２款　総務費につきましては、前年度対比、420
万３千円減の5,533万９千円を計上いたしました。
　次に第３款　衛生費につきましては、清掃工場の基
幹的設備改良工事が３年目となり、前年度対比、13億
6,372万６千円減の16億7,091万１千円を計上いたしま
した。
　第４款　公債費につきましては、建設時に借入れた
起債の償還が終了しましたことから、０円となってお
ります。
　第５款　予備費につきましては、前年度同額の30万
円を計上いたしました。
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　次に歳入の主な内容につきまして、ご説明申し上げ
ます。
　第１款　負担金につきましては、広域連合構成市町
村からの負担金で、基幹的設備改良工事費の減少に
伴い、前年度対比、11億4,337万６千円減の12億7,453
万１千円を計上いたしました。
　第２款　使用料及び手数料につきましては、可燃ご
み直接搬入量の減を見込み、前年度対比、548万５千
円減の１億7,158万円を計上いたしました。
　第３款　国庫支出金につきましては、基幹的設備改
良工事に係る循環型社会形成推進交付金として、前年
度対比、２億4,934万５千円減の１億5,323万５千円を
計上いたしました。
　第４款　繰越金につきましては、前年度と同額とし
ております。
　第５款　諸収入につきましては、売電収入の増な
どで、前年度対比、2,797万５千円増の、１億2,806
万４千円を計上いたしました。
　以上をもちまして、令和４年度釧路広域連合一般会
計予算の説明を終わります。
　次に、議案第２号「釧路広域連合の手数料に関する
条例の一部を改正する条例」についてであります。
　原油価格の高騰に伴う灯油等用役費の価格上昇によ
り、動物の死体処理に係るごみ焼却手数料の改定をい
たしたく、本案を提出するものであります。
　以上をもちまして、各案件に対する説明を終わりま
す。
　よろしくご審議の上、原案どおりご承認くださいま
すようお願い申し上げます。
　
　質疑・一般質問
○議長松永征明君　　　これより、質疑並びに一般質
問を行います。
　通告順に発言を許します。
　はじめに、19番工藤正志議員の発言を許します。
○19番工藤正志君（登壇）　　　質問通告を２件
行っておりますので、順次質問させていただきます。
　１件目は、議案第１号令和４年度釧路広域連合一般
会計予算についてです。
　「ごみ発熱量改善資材購入費」について、令和４年
度の予算では、1,402万５千円と前年度のこの部分の
予算1,496万円から予算ベースで93万５千円下がって
おります。この要因について答弁を求めたいと思いま
す。
　また今、世界的に大きな問題になっております「気
候変動、気候危機」の問題に関連をして、今の広域連
合清掃工場の二酸化炭素の排出状況や、令和４年度の
二酸化炭素排出量の見込み、設備改修による二酸化炭
素排出量の削減効果についてはどうであったかなどお
聞きをしたいと思います。

　２件目は、議案第２号「釧路広域連合の手数料に関
する条例の一部を改正する条例」について伺います。
　今回この議案では、値上げの提案がされました。ま
ずお聞きしたいのは、燃料の種類は何かをお聞きした
いと思います。また現在では１リットル当たり何円で
価格を想定し、値上げ後は何円で想定しているのかも
お聞きしたいと思います。
　利用者はどのような用途で持って来られるのか、主
な利用者や動物の死因などもお聞きしたいと思いま
す。
　単に原油が高騰したから手数料も改正をするのか、
他にも理由はあるのか、値上げする理由をお聞きした
いと思います。
　また、燃料の使用料として、１バッチあたり、１回
あたりという意味ですけれども、平均でどのくらいの
燃料費や経費が掛かっているのか、これらに合わせた
利用割合についてはどう考えておられるのか。
　また更に、法人事業者の他に個人からの持ち込みは
令和２年度と３年度はどのくらいあったのかなど、お
伺いしたいと思います。
　以上で１回目の質問といたします。
○議長松永征明君　　　理事者の答弁を求めます。
　連合長。　
○広域連合長蝦名大也君（登壇）　　　釧路市の工藤
正志議員の質問にご答弁させていただきます。
　私からは、二酸化炭素排出量についてのご答弁をさ
せていただきます。
　当清掃工場におきましては、住民皆様のごみ分別が
進められる中で、焼却ごみに含まれるプラスチック類
の混入量が減少傾向にございまして、二酸化炭素総排
出量についても、年々、減少してきているものとこの
ように考えております。
　過去３年間の総排出量をお示しいたしますと、平
成30年度では約30,900トン、令和元年度で約27,000ト
ン、令和２年度で約23,900トンとこのようになってい
るものでございます。
　令和４年度につきましては、これは見込みというこ
とになりますが、約23,100トン、これを見込んでいる
ところであります。
　また、基幹的設備改良工事におきまして、電動機の
高効率化等によりまして、電力使用量を削減するほ
か、廃棄物発電による発電量を増加させるということ
で、工場のエネルギー使用に係る二酸化炭素の発生量
を３％以上削減する効果があると、このように考えて
いるところでございます。
　後は事務局長の方からご答弁させていただきます。
○議長松永征明君　　　事務局長。
○事務局長入江義信君（登壇）　　　それでは私から
工藤議員の、ご質問にお答えいたします。
　議案第１号のうち、ごみ発熱量改善資材購入費の減
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額要因についてでございます。
　予算計上に当たりましては、積算単価の見直しを図
り、令和３年度予算でトン当たり8,000円としていた
ものを、令和４年度予算案では、直近の契約単価の実
績を踏まえ、トン当たり7,500円とした結果、予算額
の減少となったものであります。
　続きまして議案第２号にかかるご質問についてでご
ざいます。
　まず、燃料の種類と手数料の改正理由等についてで
ございます。
　小動物専焼炉で使用している燃料は、灯油であり、
原油価格の高騰を受けて、灯油の市場単価が大幅に上
昇したことから、今回委託先に支払う小動物焼却処理
単価の見直しを行ったところでございます。このこと
に伴い、工場に直接搬入される、動物の死体等の処理
手数料を値上げさせていただくものであります。
　契約時の灯油の調達単価については、個別の取引形
態で相違があり、具体的な数字についてお示しするこ
とはできませんが、令和２年から３年にかけての国内
物価変動指数の上昇分を見込んだ単価は、約６％の上
昇となっております。
　続きまして、利用者の搬入状況についてのご質問で
ございます。
　令和２年度における小動物専焼炉で焼却される動物
の年間搬入量は、745件で、約50トンとなっており、
その内訳は、道路等の車両事故で死亡し、道路管理者
等が持ち込んだものが約68％、エゾシカの狩猟による
解体残渣が約30％、犬・猫などの個人搬入分が12件、
約２％となっております。
　続きまして、１バッチ当りの経費、利用者割合等に
ついてのご質問でございます。
　委託事業者に支払う小動物専焼炉の１バッチ当りの
処理単価は、約23,500円であり、内訳としては、燃料
等の用役費及び機器類の維持補修費となっておりま
す。
　令和２年度における小動物専焼炉処理費用の総額
は、1,065万円であり、これに対して小動物処理の手
数料収入は、243万円で、利用者の負担割合は約22％
となっております。
　私からは以上でございます。
○議長松永征明君　　　19番工藤正志議員。
○19番工藤正志君（登壇）　　　２回目の質問に入
りたいと思います。
　先ほど連合長から削減効果は３％以上効果があった
と言うお話や、物価の上昇率は６％というお話もあり
ました。様々な数字を言っていただきました。ありが
とうございます。
　２回目の質問ですが、「ごみ発熱量改善資材」につ
いて、少なくしても十分な燃焼が得られるからなの
か、また改善資材そのものがコストダウンされている

からなのか、その理由をお聞きしたいと思います。
　何故今でも、経費をかけて発熱量改善資材を入れる
状況なのか、そして今までと比べて令和４年度はどの
ような違いがあるのか、お伺いしたいと思います。
　また、今は2030年、そして今後2050年をめどに、二
酸化炭素を減らし、地球の気候変動、気候危機を抑え
ていこうといった流れが出来つつあります。
　こうした二酸化炭素の排出を抑えるための予算は多
少なりとも予算の中に入っているのかどうか、入って
いなければ広域連合の基本的な運営方針として是非検
討をしていただきたいと考えますが、広域連合のお考
えを伺いたいと思います。
　議案第２号の「動物の死体処理にかかるごみ焼却手
数料の改定」については、値上げするとなると利用者
の負担はどのように増えるのか。
　また、原油が高騰したことによる影響や高騰価格の
増減の幅はどう基準化しているのか。
　住民の負担が増えるので値上げは考え直す必要があ
るのではないかというふうに考えますが、広域連合の
考えをお伺いしたいと思います。以上で２回目の質問
といたします。
○議長松永征明君　　　理事者の答弁を求めます。
　連合長。　
○広域連合長蝦名大也君（登壇）　　　工藤議員の２
回目の質問にお答えをします。
　私からは、二酸化炭素の排出抑制についてでござい
ます。先ほどもご答弁させていただき、今、ご質問の
なかでも、ご確認をいただいたところでございますけ
ど、まさしく今、予算計上されております基幹的設備
改良工事、これは二酸化炭素排出量の削減効果がある
わけでございまして、これを今行っているところでご
ざいます。
　この工事は、４か年の工期で実施してございますの
で、年次的にその効果というものが出てきて、最終的
には３％以上の効果があるものと、このように考えて
いるところでありまして、しっかり予算計上させてい
ただいてございます。
○議長松永征明君　　　事務局長。
○事務局長入江義信君（登壇）　　　私から工藤議員
の２回目のご質問にお答えします。
　ごみ発熱量改善資材の予算減ということでございま
すが、令和４年度予算における、ごみ発熱量改善資材
購入費につきましては、積算単価を見直したものであ
りまして、発熱量を確保するために必要な資材の購入
数量につきましては、前年度予算と同様となっており
ます。
　また、ごみ発熱量改善資材の購入の理由ということ
でございますが、当清掃工場における発熱量改善資材
の活用は、焼却ごみの発熱量の低下が続いた場合で
も、安定した焼却処理を続け、ダイオキシン類等の有
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害物質の発生を防いでいくことを目的に、実施してい
るものであります。
　また、焼却ごみに発熱量改善資材を混合することに
よって、助燃バーナの使用時間を短縮し、灯油使用量
を削減する効果もございます。
　令和４年度におきましても、これまでと同程度の発
熱量改善資材の使用を考えております。
　続きまして、手数料改正の関係でございます。利用
者負担についてのご質問でございますが、今回手数料
改定については、先ほどの答弁で申し上げましたとお
り、灯油価格が約６％上昇しており、これを反映した
経費全体としての増加率が３％であることから、手数
料改定率を３％としております。
　具体的な負担の例として、鹿においては、１頭が60
㎏とした場合、改定前の4,186円が、改定後は4,308円
となり、122円の増となります。また、犬猫などにお
いては、１頭が10㎏とした場合、改定前の1,571円が
改定後は1,618円となり、47円の増となります。
　続きまして原油価格高騰による増減幅の基準のご質
問でございますが、清掃工場の運転のために支払う委
託料は、長期包括業務委託契約の中で、契約時の単価
算出に用いた用役費などの各種指標について、平均で
３％以上の増減があった場合に見直し協議を行うこと
ができるとなっており、動物の処理に係る費用の単価
につきましては、これにより算定した結果に基づいた
ものとなっております。
　続きまして、手数料の改正を考え直す必要があるの
ではないかとのご質問であります。
　処理費用の多くを占める灯油価格の上昇によって、
動物の死体処理に係るコストが嵩んできておりまし
て、手数料に反映するべきものとの判断から改定する
こととしたものであり、ご理解をいただきたいと考え
ております。私からは以上でございます。
○議長松永征明君　　　19番工藤正志議員。
○19番工藤正志君（登壇）　　　最後の質問といた
します。
　議案第１号につきましては、ごみそのものの燃焼の
他に、毎年１千万円を超える「ごみ発熱量改善資材」
を購入し、それを使用するということは、予算の上で
も、私たちは課題が多いものではないかなというふう
に考えております。
　こうした「燃焼主義」からの脱却が、今、世の中か
らも求められていると思います。今後もごみを焼却し
て処理を続けていくということは、「気候変動・気候
危機」等の問題にもつながり、私たちは大変課題があ
るというふうに考えております。
　令和４年度の二酸化炭素を含む環境への負荷につい
ては、どのように考えておられるのか、最後に広域連
合のお考えを伺いまして、この質問は終わりたいと思
います。

　議案第２号の「動物の死体処理にかかるごみ焼却手
数料の改定」につきましては、手数料が増えること
で、駆除に関わる負担の増加や、道路管理者への十分
な説明が必要と考えます。
　本来は、住民の負担を軽減するのが、住民サービス
のあり方であると考えます。今後、灯油の価格が下
がった時には、こうした「ごみ焼却手数料」について
は、値下げをするのか、きちんと条例などで明確に基
準を設ける必要があるというふうに考えます。
　今、コロナで生活や経済で大変な思いをされている
市民の皆さんの中で、運営上の経費の上乗せは必要だ
というふうには思いますが、現在のこの状況で、本当
に値上げする必要があるのかどうか、最後にもう一度
このことをお聞きいたしまして、私の質問を終わりた
いと思います。
○議長松永征明君　　　理事者の答弁を求めます。
　連合長。　
○広域連合長蝦名大也君（登壇）　　　工藤議員の３
回目のご質問にお答えいたします。
　二酸化炭素を含む環境への負荷についてということ
でございます。ご質問のように、二酸化炭素だけが環
境の負荷ということは考えてございません。二酸化炭
素も無くなれば困るわけでございますが、そういった
意味では常にバランスということが出てくるんであろ
うと、このように認識しているところでございます。
　その上で、2050年カーボンニュートラルを目標に、
進めているということでございますので、私どもも、
しっかりこういった動きを踏まえながら進めて行く事
が重要だと思っています。
　そのなかで、構成市町村の首長もそうであります
し、議会、住民もそうであると思います。環境の大切
さというものは、正に自然環境に恵まれている当地域
の方々がより高い意識があると、このように考えてい
るところであります。その環境をしっかり守って行く
ということについては、より高い意識を持ちながら進
めて行く。ですから私どもの様々な施策も、環境基
準、ここをしっかり遵守しながら進めているところで
ございます。
　こういったことに、しっかり取り組んでいきなが
ら、環境負荷の低減に取り組んでまいりたい、このよ
うに考えてございます。
○議長松永征明君　　　事務局長。
○事務局長入江義信君（登壇）　　　私から工藤議員
の３回目のご質問にお答えをいたします。
　手数料を値上げする必要性についてのご質問であり
ます。
　運営における経費の上乗せは必要であると今もお話
いただいたところであります。私どもとしましても、
財政上、構成６市町村からの負担金が太宗を占めてい
る中で、効率的な運営によりまして、市町村の負担軽
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減に努めていかなければならないと考えており、ご理
解を頂きながら進めてまいります。
　そのうえで、今回の手数料改定は、地方自治法に規
定されている特定の者のためにする事務の経費、これ
について反映をさせていただくものであり、今後も必
要に応じてコストとの適切なバランスを勘案しなが
ら、進めてまいりたいと考えております。私からは以
上でございます。
　
○議長松永征明君　　　以上をもって質疑並びに一般
質問を終結いたします。

　議案第１号ほか１件討論省略
○議長松永征明君　　　この際、お諮りいたします。
議案第１号及び第２号の以上２件について、討論の通
告がございませんので、討論を省略し、直ちに採決に
入ることにご異議ございませんか。
　〔「意義なし」と呼ぶ者あり〕
○議長松永征明君　　　ご意義なしと認めます。
　よって、直ちに採決を行います。

　議案第１号表決（可決）
○議長松永征明君　　　はじめに、議案第１号　令和
４年度釧路広域連合一般会計予算を採決いたします。
　本案を原案可決と決することに賛成の議員の起立を
求めます。
　〔起立多数〕
○議長松永征明君　　　起立多数と認めます。
　よって、本案は原案可決と決しました。

　議案第２号表決（可決）
○議長松永征明君　　　次に、議案第２号　釧路広域
連合の手数料に関する条例の一部を改正する条例を採
決いたします。
　本案を原案可決と決することに賛成の議員の起立を
求めます。
　〔起立多数〕
○議長松永征明君　　　起立多数と認めます。
　よって、本案は原案可決と決しました。

　閉会宣告
○議長松永征明君　　　以上をもって、今議会の日程
は、すべて終了いたしました。
　令和４年第１回釧路広域連合議会２月定例会は、こ
れをもって閉会いたします。
　大変ご苦労さまでした。

午後２時30分　閉会
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。

釧路広域連合議会　議　長　松　永　征　明

　　　同　　　　　議　員　吉　田　保　博

　　　同　　　　　議　員　大　越　拓　也



− 8 −

令和４年２月21日（月）第 1 回 ２月定例会・付録

令和４年第　1　回釧路広域連合議会　2　月定例会議決結果表
会　期　自　令和４年２月21日

至　令和４年２月21日
（　1　日間）

釧路広域連合議会議長　松　永　征　明

議会に報告されたもの

報告年月日

４．２　．21

〃

提 出 者

監査委員

　 〃 　

報告番号
釧 広 連 監
報告第１号
釧 広 連 監
報告第２号

件　　　　　　　　　　　　名

釧路広域連合監査報告書

例月現金出納検査報告書

報告結果

報告完了

〃

議決年月日

４．２　．21

〃

提 出 者

連 合 長

　 〃 　

　

議案番号

議案第１号

議案第２号

件　　　　　　　　　　　　名

令和４年度釧路広域連合一般会計予算

釧路広域連合の手数料に関する条例の一部を改正する条例

議決結果

原案可決

〃
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２/21　
（月）

19番　工　藤　正　志
　　　　（釧路市）

1

１　議案第１号　令和４年度釧路広域連合一般会計予算
⑴　ごみ発熱量改善資材について

　⑵　過去３年分の二酸化炭素の排出量及び令和４年度の二酸化炭素の
排出量の見込み並びに施設改修による効果について

２　議案第２号　釧路広域連合の手数料に関する条例の一部を改正する
条例

　⑴　 燃料の種類
　⑵　 利用者の状況
　⑶　１バッチ当たりの燃料の平均の使用量

順位 月 日 議席番号・発言議員 通　　　　告　　　　内　　　　容

令和４年第　1　回釧路広域連合議会　2　月定例会　質疑・一般質問通告一覧表
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曜

月

年　月　日

４．２　．21

区　　分

本 会 議

会　期

1

内　　　　　　　　　　　　　　　容

開会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14：00～14：30

会期の決定

広域連合長の発言

提案説明

質疑・一般質問

表決

閉会

令和４年第　1　回　2　月定例会議事経過
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